
　
４
月
１
日
か
ら
組
織
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

【
名
称
変
更
す
る
課
】

☆
都
市
建
築
係
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

↓
建
築
・
公
園
に
関
す
る
事
務
は
、
財
政
課

財
産
管
理
係（
本
庁
舎
３
階
）に
移
り
ま
す
。

↓
都
市
計
画
に
関
す
る
事
務
は
、
政
策
企
画

課
政
策
企
画
係
（
本
庁
舎
３
階
）
に
移
り

ま
す
。

☆
住
宅
係
が
本
庁
第
３
庁
舎
か
ら
本
庁
第
２
庁

舎
に
移
り
ま
す
。

【
係
が
違
う
課
の
所
管
に
な
る
も
の
】

人
権
・
同
和
対
策
課
の
男
女
共
同
参
画
係
が

政
策
企
画
課（
本
庁
舎
３
階
）に
移
り
ま
す
。

　
人
権
・
同
和
対
策
課 

男
女
共
同
参
画
係

　
↓
政
策
企
画
課 

男
女
共
同
参
画
係

【
事
務
所
移
転
】

☆
環
境
衛
生
課
が
鶴
川
庁
舎
か
ら
本
庁
第
３
庁

舎
に
移
り
ま
す
。

☆
債
権
回
収
対
策
室
が
、
本
庁
舎
３
階
か
ら
本

庁
第
３
庁
舎
に
移
り
ま
す
。

１
．
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て

　
人
間
が
生
活
す
る
う
え
で
一
般
廃
棄
物
で
あ
る
「
ご

み
」
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
そ
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
技
術
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
、
焼
却
施
設
も

よ
り
安
心
・
安
全
で
環
境
に
優
し
い
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
大
型
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
安
全

性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
建
設
費
・
処
理
コ
ス
ト
の
削

減
や
焼
却
に
伴
う
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
な
ど
の

効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
全
国
的
に
広
域
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
宇
佐
市
、
豊
後
高
田

市
、
国
東
市
の
３
市
で
は
、
施
設
の
建
設
と
ご
み
処
理

を
共
同
で
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
19
年
９
月

に
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合
を
設
立
し
ま
し

た
。

２
．
再
公
募
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

　
ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
の
選
定
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
21
年
11
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
焼
却
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
最
終
処
分
場
を
一

体
的
に
整
備
す
る
用
地
を
確
保
す
る
た
め
、
３
億
円
の

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た
公
募
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
、
申
請
の
あ
っ
た
２
地
区
に
つ
い
て
平
成

22
年
７
月
か
ら
、
宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合

ご
み
処
理
施
設
建
設
用
地
選
定
委
員
会
に
よ
る
調
査
お

　平成25年国東市議会第１回定例会が、３月７日（木）に開会され、新しく
副議長に堀田一則氏が選出されました。
　なお、各常任委員会、議会運営委員会及び各特別委員会の委員は次のとお
りです。 （敬称略・議席順）

市議会副議長に堀田一則氏を選出

堀田  一則  副議長
（国見町伊美）

よ
び
比
較
・
評
価
を
行
い
、
同
年
９
月
27
日
、
選
定
委

員
会
か
ら
の
答
申
に
基
づ
き
、
宇
佐
市
乙
女
新
田
地
区

を
第
一
候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
年
９
月
29
日
に
乙
女
新
田
地
区
に
選
定

の
旨
を
通
知
し
、
そ
れ
以
降
、
施
設
の
概
要
や
安
全

性
、
交
付
金
を
活
用
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
に
つ

い
て
の
住
民
説
明
会
や
先
進
地
研
修
、
さ
ら
に
は
戸
別

訪
問
に
よ
る
意
見
聴
取
、
中
堅
世
代
と
の
意
見
交
換
会

な
ど
、
地
区
の
合
意
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
区
に
お
い
て
は
、
候
補
地
選
定

以
降
、
施
設
に
対
す
る
不
安
感
や
公
募
申
請
手
続
き
に

対
す
る
疑
問
点
な
ど
様
々
な
要
因
か
ら
、
平
成
23
年
12

月
４
日
に
地
区
と
し
て
の
民
意
を
問
う
投
票
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
反
対
票
が
賛
成

票
を
上
回
り
、
建
設
同
意
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
組
合
で
は
、
昨
年
12
月
１
日
の
地
区
役

員
会
で
、
最
終
処
分
場
を
切
り
離
し
た
形
で
再
提
案
を

行
う
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
議
論
の

上
、
地
区
の
総
意
に
よ
り
方
針
を
決
定
し
、
書
面
に
よ

り
回
答
い
た
だ
く
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
区
で
は
、
本
年
２
月
３
日
の
地
区
総
会
で
議
論
さ

れ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
２
月
13
日
付
け
を
も
っ

て
、「
建
設
辞
退
」
と
す
る
回
答
書
が
組
合
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
候
補
地
と
し
て
申
請
し
、
他
の
候
補
地
と
の
比
較
検

討
を
経
て
建
設
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
建
設
辞
退
と
い
う
回
答
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
回
答
は
地
区
の
総
会
で
決

議
さ
れ
、
地
区
の
総
意
と
し
て
提
出
さ
れ
た
こ
と
や
仮

に
こ
の
ま
ま
取
り
組
み
を
続
行
し
た
と
し
て
も
地
区
の

意
思
を
翻
意
さ
せ
る
見
通
し
が
立
っ
て
お
ら
ず
、
い
た

ず
ら
に
時
間
だ
け
が
経
過
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
不
本
意
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
と
し
て
は
こ
れ

を
受
理
し
、
当
該
候
補
地
で
の
施
設
建
設
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　
宇
佐
市
、
豊
後
高
田
市
、
国
東
市
の
皆
様
に
対
し
誠

に
申
し
訳
な
く
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

３
．
新
た
な
建
設
候
補
地
の
選
定
と
施
設
整
備
の

進
め
方
に
つ
い
て

　
新
た
な
建
設
候
補
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
焼
却
施

設
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
に
つ
い
て
、
再

度
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」
を
セ
ッ
ト
に
し
て

建
設
候
補
地
を
公
募
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
募
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
回
の
反
省
点

を
踏
ま
え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に

よ
る
地
区
の
合
意
形
成
の
熟
度
な
ど
の
確
認
、
よ
り
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
事
業
着
手
に
向
け
た
適
地
の
選
定
基
準

の
検
討
な
ど
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合

問
い
合
わ
せ
　
☎
０
９
７
８
–
33
–
２
５
６
８

問
い
合
わ
せ
　
政
策
企
画
課
　
行
革
推
進
係

☎
０
９
７
８
–
72
–
５
１
６
１
（
内
線
２
３
８
、２
３
９
）

宇
佐
・
高
田
・
国
東
広
域
事
務
組
合
ご
み
処
理
施
設

建
設
候
補
地
の
再
公
募
に
つ
い
て

新
し
い
課
の
名
称

建
　
設
　
課

こ
れ
ま
で
の
課
の
名
称

土
木
建
築
課

市
役
所
の
組
織
が

　
　一
部
変
わ
り
ま
す
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